
１　平成22年度の細事業概要 ※必要に応じて行の幅を拡大すること

２　細事業コスト （単位：千円）

３　細事業の参画協働に関する自己評価

資料2-②
H23.8.31

（所管課名）　農業政策課(担い手推進室）

細 事 業 名農業後継者育成経費

上 位 事 業の 目的農業における担い手不足、高齢化が進む中、本市農業の持続的発展を図るため、農業の担い手を育成する。

Ｈ２２年度細事業の
取 り 組 み 実 績

・農業後継者大会・新規就農者激励会を共催し、後継者の育成･支援を行う
・経営研修会の開催など、農業後継者クラブの活動を側面的に支援し、相談・情報提供を行う

※別添資料 （ 有 ・ 無 ）

参画の手法

自己
評価 Ａ　よくできた

Ｂ　まあまあできた
Ｃ　あまりできなかった
Ｄ　全くできなかったB

平成22年度参画協働の取組　自己評価シート

事 業 名担い手育成事業
章 7

節 3

・熊本市農業後継者クラブ役員会に定期的に出席し、意見を集約し事業に反映

協働の形態
・熊本市農業後継者クラブとの協働により、各種研修会を開催するとともに、後継者クラブの活動（農産物販
売･スポーツレクレーション・美化活動など）を側面的に支援している。

決 算 額
予 算 額 等

平成22年度決算 平成23年度予算 平成24年度見込み

3,813 3,753 3,753

③

【市民ニーズ等の反映】
どのような点に工夫して市民から
の意見や情報収集・意見交換等
を行い、ニーズを事業に反映しま
したか

・研修会の内容については、後継者クラブ支部へのアンケートなどを行って、会員の意見を
役員がとりまとめ、役員会に反映されるよう努めている。

課題と
改善点

・公の場では意見を出せずにいる後継者の潜在的ニーズを引き出してい
くことが今後の課題である。

評価ポイント 具体的な取組と評価 ・ その理由など

①

【積極的な情報共有】
どのような広報活動を通じ、どの
ような市民を対象として、事業に
関する情報を積極的に提供しまし
たか。また、どのような情報収集
を図りましたか

・農業後継者の役員会に同席し、研修会の企画では、講師や会場に関する情報提供をおこ
なった
・農業後継者クラブの活動（美化活動、農産物販売など）に際し、報道関係者に情報提供
し、市民へのPRになった。
・新規就農者に関する情報を後継者クラブから収集した。

②

【参画の機会の提供】
どのような手法をどの程度組み合
わせ、どのような市民を対象とし
て多くの参画の機会を設けました
か

・農業後継者大会・新規就農者激励会においては、関係団体に新規就農者の情報を照会
し、研修会の案内を送付した。合併の影響もあり、新規就農者は増加傾向にある。
・農業後継者クラブの交流会に、異業種の若者の参加も呼びかけ、農業に対する理解を深
める機会となった
・先進地視察研修においては、バスの借り上げ料など補助し、後継者が参加しやすいよう
に支援した
・後継者の経営能力の向上のために、農業簿記、パソコン研修を企画し、参加を促した

（情報共有）

参　画



４　平成23年度の計画

■ 拡大・充実 □ 現状維持 □ 見直し・改善 □ 縮小・終期設定 □ 廃止・休止

・経費は特に問題はないが、予算が増えれば研修等の企画が充実できる。
・期間・活動内容については、後継者クラブに参加していない農業後継者を取り込んで拡大発展を図りたい。

協働の形態
・熊本市農業後継者大会・新規就農者激励会を後継者クラブとの共催で開催する。
・秋桜まつりをはじめ市のイベントに後継者クラブからも参加を呼びかけ、農産物販売を企画する。異業種・関係者との協働・連
携を図る。

自己
評価 Ａ　よくできた

Ｂ　まあまあできた
Ｃ　あまりできなかった
Ｄ　全くできなかったB

Ｈ ２ ３ 細 事 業 の
取 り 組 み 予 定

経営研修会の開催など、農業後継者クラブの支援や助成を行う。新規就農者に対しては、情報提供やアドバ
イス行う。

参画の手法
・農業後継者クラブ役員によるグループヒヤリングを通じて、後継者のニーズに沿った研修会、活動を支援する。
・必要に応じてマスコミ等に広報活動を行い、市民の皆さんに農業後継者の活動、農業に対する理解促進や農産物等の情報
を提供する

情報共有・参画・協
働の経費や期間に
関する課題と改善点

【役割の分担】
当初の期待と比べ、市民との役割
分担を明確にして対等な立場で
事業を進めることができましたか

【信頼関係の構築】
当初の期待と比べ、協働を通じて
情報共有を図り、お互いの信頼関
係を築き、双方が実感できました
か

・定期的に役員会で情報交換・共有し、各種活動に参加することで、顔の見える連携・信頼
関係が前進した。
・継続している活動が多いので、会を重ねることで信頼関係が大きなものに成ったと実感し
ている。

評価ポイント 具体的な取組と評価 ・ その理由など

④

23 年 度 以 降
の 方 向 性

・熊本市農業後継者大会・新規就農者激励会においては、後継者の役割と行政の役割を
明確にしながら、共催で行うことができた。
・秋桜まつりに参加し、各支部からそれぞれの農産物を持ち寄り販売もしたので、多くの関
係者との協働・連携が実現した。また、会場が動植物園ということで、子供から高齢者まで
農と食に対する関心を高めることができた。

⑤

【事業効果の向上】
当初の期待と比べ、市民との協働
により、行政単独で行うよりも市民
満足度が高まるなどの事業効果
を上げることができましたか

・農業簿記・パソコン研修は、後継者の希望により開催されたが、経営感覚を身につけるう
えで有意義だったと受講者から満足度が高かった
・先進地視察や研修会により、生産から流通・販売まで先駆的実践をしている関係者との
連携・協働が実現した

⑥

課題と
改善点

・協働の取り組みは、双方が明確な役割分担に努め、継続していくことが
重要である。担当者の異動や役員交代に左右されないマニュアルづくり
が必要。
・後継者クラブは支部を中心として活動しているため、それぞれの独自性
と熊本市としての共通的取り組みをともに支援することが必要。

協　働



農業後継者の育成活動について 
 
 
農業後継者の育成について、全国でも農業の担い手不足が叫ばれているが、本市におい

ても喫緊の課題として、その推進に取り組んでいる。 
農業後継者クラブと共催で農業後継者大会・新規就農者激励会を開催し、新たな農業の

担い手を激励し、後継者活動の発表の場を設けている。また、農業経営の感覚を養うため、

農業簿記・パソコン研修等を実施している。 
 
 
農業後継者大会・新規就農者激励会       農業簿記・パソコン研修 

   
 
 
農業後継者クラブは地域に根ざした団体で、10 支部で計 233 名（平成 22 年会員数）の
会員が所属している。地域の農業を支えるだけでなく、地域のボランティアや地域農業の

振興に関して住民に対して、理解を深める活動を行っている。 
 
 
菊水学園での餅つき              熊本城の清掃活動 

   
 
 
 



耕作放棄地での園児とのサツマイモ掘り  デパート一画でスイカの即売会 

  
 
後継者クラブの支部ごとに多くの事業を自主的にしており、合わせて熊本市全体とし

ての活動も行っている。その活動に対して補助金交付及び側面的支援を行っている。 
各支部で作っている作物が違うために、何かひとつの活動をする際にも時間や考え方

など地域性がでてくる。そのため農業後継者クラブでは月に一回各支部の代表者を集め、

役員会を開催している。役員会では、今後の農業後継者クラブの活動の方向性や内容に

ついて定めるだけでなく、各支部との交流を盛んにして情報を交換する場にもなってい

る。意気盛んな支部があることで他の支部も活気付けられ、熊本市全体として農業を盛

り上げる動機付けにもなっている。役員会には農業政策課からも必ず参加し、農業後継

者に関連する市の事業内容やその他の活動について積極的に情報提供をしている。また

農業後継者クラブからも地域に根ざした団体であることを利用して、新規就農者の情報

などを収集し、情報共有しているところである。 
 
熊本市農業後継者クラブ会員数の推移 
和暦 

(年) 55 元 10 18 19 20 21 22 23

会員数

(人) 696 582 220 174 184 203 207 233 240

後継者クラブ員推移
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農業後継者育成事業概要
・後継者大会（活動発表･研修会）
・新規就農者激励会 ・ｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾚｰｼｮﾝ

・先進地視察研修 ・秋桜まつり

市

後継者クラブ
各支部
（１０支部）

熊本市後継者クラブ
（本会）

補助金（活動支援）

情報提供･収集

活動の支援
（助言・指導等）

クラブ員の交流
意見交換会
異業種交流会
視察研修

農業技術の向上
先進地視察
各種勉強会
（意見発表）
農産物即売会

地域の奉仕
地域清掃活動
除草作業

農薬・米袋配送
（高齢農業者からの委託）

教育連携
小学生との田植え
サツマイモ堀り
餅つき体験

情報共有・意見集約補助金（活動支援）

市民

情報共有･協働

広報交流

参画






